
CRTとVFDのいいとこどりの素子でクジラが入る大画面を実現
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本資料は大型映像表示装置用の高輝度発光素子である。CRTとVFDの技術の利点を組み合わせ、

高輝度5,000 cd/m2と小型化を実現した。本素子208,000個を用いたジャンボトロン（40 m×25
m）は、国際科学技術博覧会（1985、つくば）で実物大でクジラを表示できる大画面として注
目された。開発時の資料情報、販売用カタログの実物、高精細化した素子JTS-2（1985）や
JTS-8（1987）なども残されている。大型映像表示装置技術開発の歩みを示す製品として重要
である。
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